
１．災害ボランティアの活動について

　被災地で実施するボランティア活動のルールや心構えは、その対象が人であってもペットで
あっても、基本的には変わりません。
　活動を円滑に進めるために、被災地での活動の注意点や被災者への配慮、自分自身の心構え
などを知っておくことが必要です。

（1）災害ボランティア活動の三原則
　災害ボランティア活動は社会福祉協議会、行政、NPO、企業など様々な主体が連携・協働
して運営されています。これらの災害支援にかかわる様々な部門が議論する中で、現在の災害
ボランティア活動は「被災者中心」、「地元主体」、「協働」の三原則によりすすめられていま
す4。これは、後で述べる「スフィア・ハンドブック」の行動規範を取入れた考えであり、災害
ボランティア活動に携わるすべての人が持つべき共通の認識とされています。

（2）心構え
　災害ボランティア活動に参加する際の心構えには「自己完結」、「自己責任」、「被災地・被災
者への配慮」、「多様性の尊重」の４つがあげられます。

自己完結
　自分で準備できることは自分でやりましょう。
　装備や宿、食料などボランティア自身が利用するものは自分で準備す
るのが基本です。ただし、現地での買い物や飲食は被災地への経済的な
支援に繋がることがあります。参加する場所や時期により状況は異なる
ので確認が必要です。ただし、確認のためといって被災地の自治体やボ
ランティアセンターに電話で問い合わせることは、対応で多忙な現地の
大きな負担になるので控えましょう。

4	 災害ボランティア活動ブックレット編集委員会編，2019，被災地につなげる災害ボランティア活動ガイドブック
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自己責任
　災害ボランティア活動では、怪我や病気、事故のリスクが常にありま
す。万が一に備えボランティア活動のための保険に入ること、健康管理
を心がけ、頑張り過ぎないよう自分の体調と相談しながら活動すること
が自己責任です。

多様性の尊重
　被災者のおかれている状況は一人ひとり異なり、災害の発生からの
フェーズによってもニーズが変わります。また、避難所などでの集団生
活では、高齢者や障がい者、乳幼児、日本語が不慣れな外国人など、特
別なケアを必要とする人への配慮が必要となります。ボランティアには
一人ひとりと向き合う姿勢が大切になります。

被災地・被災者への配慮
　被災者には、家族や友人、自宅、仕事など、失ったものがたくさんあ
ります。また、避難所や仮設住宅などの慣れない環境で様々な問題に直
面し、不安な思いを抱えています。すべてを理解することは難しいこと
ですが、被災者の気持ちを想像し、配慮した言動を心掛けましょう。

　なお、災害ボランティア活動をする際に知っておいてもらいたい心構えや、最低限のマナー
などについては内閣府等がとりまとめています。ペットを対象とした災害ボランティア活動に
ついても、基本的な考え方や取り組む姿勢は同じです。以下は「防災ボランティアの『お作法』
集」５を一部抜粋し改変したものです。

5	 内閣府防災担当，2009，防災ボランティアの「お作法」集〜活動に参加するあなたへ、みんなでまもりたいこと〜
	 http://www.bousai.go.jp/kyoiku/volunteer/bousai-volunteer/kihan/pdf/051106osahou.pdf
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ボランティア活動で心がけること

①災害からの復興は被災者が主体となって行うものです。ボランティアはそれをサ
ポートする存在であるという原則を忘れないように心がけましょう。

②防災ボランティアは、水・食料・常備薬・適切な服装・保険等、必要な備えをして
自己完結することを原則に被災地に入りましょう。

③仕事がなくても、ボランティアニーズをむりやり探し出すのではなく、被災地／被
災者のことをよく理解するようにしましょう。

④仲間とよく話し合い、一人で仕事を抱えこまないようにしましょう。
⑤災害の規模、種類、地域などにより、災害ボランティアセンターの運営などに違い

があるのは当たり前です。あくまで、被災した現場が中心であることを忘れないよ
うにしましょう。

⑥被災者の遠慮や警戒からニーズが出にくいことがあります。ボランティアだけでは
なく、地域内や近隣の方々と協力して活動しましょう。

⑦被災地内の災害ボランティアセンターは、地域内や近隣の方々が中核となって運営
しています。外部支援者だけで意志決定をすることは避け、地域外の支援ボランティ
アは地元の運営を支えていきましょう。

⑧被災者のニーズは刻一刻と変わります。必要な支援物資に関する古い情報を流すこ
とで無駄な物資が集中して、被災地の大きな負担になることがあります。マスコミ
やウェブサイトを通じて支援物資を要望するときには留意しましょう。

ボランティア活動をする際のマナー

①自分のできることを見極め、例え被災者に頼まれても、自分や周囲を危険に巻き込
むような仕事は引き受けないようにしましょう。

②防災ボランティアは、被災者の立場をできるだけ理解し、自分の判断を押しつける
ようなことを避けましょう。

③必要以上に自分の経験を振りかざすことは避けましょう。

参考：内閣府防災担当，2009，防災ボランティアの「お作法」集〜活動に参加するあなたへ、みんなでまもりたいこと〜
http://www.bousai.go.jp/kyoiku/volunteer/bousai-volunteer/kihan/pdf/051106osahou.pdf
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長野市災害ボランティア委員会　台風19号活動マナー
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（3）事前の準備
１）正しい情報の収集
　災害ボランティアに参加する際には、まず現地情報の収集をすると思います。様々な情報媒
体がありますが、特にFacebookやTwitterなどのSNSは手軽な情報収集ツールであり、これ
までの災害でも活用されています。しかし、デマやうわさが広まりやすい媒体でもあることか
ら、情報の取扱いや判断には注意が必要です。
　
　
　
　
　 Twitter Facebook

　被災地の役場や災害ボランティアセンター等に電話で問い合わせるのは控えましょう。多く
の電話対応が現地では大きな負担になります。
　「現地の被害状況」と「ボランティアの募集情報」については、以下の媒体などで確認でき
ます。

・現地の被害状況
　テレビや全国版の新聞、地方新聞のほか、市区町村の災害対策本部のウェブサイトで被害
状況が公開されます。被害が複数の市町村にまたがる場合には、都道府県の災害対策本部が、
またさらに広域にまたがる場合には内閣府のウェブサイト「防災情報のページ」が公開され
ます。
　内閣府「防災情報のページ」　http://www.bousai.go.jp/

・ボランティアの募集情報
　ボランティアの募集情報は、被災地の市町村で災害ボランティアセンターに関する情報が
入手できます。また、全国社会福祉協議会（全社協）のウェブサイト「全社協　被災地支援・
災害ボランティア情報」では、災害ボランティアセンターの状況を一覧で確認することがで
きます。
　「全社協　被災地支援・災害ボランティア情報」　https://www.saigaivc.com/
＜その他のポータルサイト＞
　・yahoo ！ボランティア　https://volunteer.yahoo.co.jp/
　・ボランティアプラットホーム　https://b.volunteer-platform.org/support/
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２）十分な準備
・服装と持ち物

　災害ボランティアの活動には様々な種類があり、その内容により適した服装や持ち物が異
なります。作業に必要な機材や道具は災害ボランティアセンターから借りることができます
が、服装や装備類は持参することが基本です。
　また、その人がボランティアであることが識別できる服装（ビブスや所属する団体・グルー
プ等の腕章）や、身分証明書等を携帯することが求められています。

震災ボランティア活動での服装と持ち物の例
出典：特定非営利活動法人レスキューストックヤード「災害ボランティアの服装、携帯品」より

https://www.saigaivc.com/volunteers/preparation/
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・食事と宿泊
　食事や宿泊場所は基本的に用意されません。宿泊施設は事前に確認し、必要に応じ事前予
約を済ませましょう。災害ボランティアセンターが宿泊先を紹介することはほとんどありま
せんので、自分自身で手配するようにしましょう。食費や宿泊費は自己負担になります。

・交通手段
　被災地に駆け付ける際の交通手段は自分で確保するようにしましょう。交通費は自己負担
になります。緊急車輌や災害復旧作業の妨げにならないよう、できるだけ公共交通機関を使
用するようにしましょう。ただし、公共交通機関が被災により運行できない場合もあります
ので、事前に調べておく必要があります。
　自家用車で移動する場合には、信号が稼働していないことや道路の陥没、ひび割れなど、
日常の運転とは勝手が異なることに注意しておきましょう。

・ボランティア保険の加入
　ボランティア保険は、事前に最寄りの社会福祉協議会の窓口で申し込むことができます。
　ボランティア保険では、本人に対する怪我などの補償のほか、活動中に物を壊してしまっ
た場合や、他人に怪我を負わせてしまった際の賠償責任も保証されます。

　
　都道府県・指定都市社会福祉協議会のホームページ（リンク集）検索方法
　https://www.shakyo.or.jp/network/kenshakyo/index.html

19


